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開場15周年を迎えて

出席者
葉基昌層 :喜 薄葛》  

上田秀子

聞き手 五嶋雅徳 ・川島好彦

開場15周年を迎えるにあたり、開場当時から

オリムピックゴルフ倶楽部のことに詳しい方

ご存知の方から開設当時のご苦労やその経緯

のお話、主要競技の歴代優勝者からその思い

し  ,::雇 [募 写管しす駆 湯 9檀 量嘉詈 又

もっとよくなるにはどのようにすればよいの

かと広範囲に亘り語つてもらいました。

開場するまで
五嶋「安藤さん、まず最初にあいうえお順で言っ

ても 『あ』で最初ですし、開設当時からご存

知であります安藤さんに15年以上前の用地

買収のご苦労話などをお聞かせいただけますかJ

安藤 「理事長、会長の大川さんとはゴルフを通じて

開場するはるか以前の15年程前から存じ上

げておりまして、大川さんがゴルフ場を開発

するのであれば、どんなかたちであろうがお

手伝いしようということで開設当初からかか

し     
わっていました。私が伊藤忠商事の西村司郎

さんを大川さんに紹介した経緯もありまして、

西村さんからもゴルフ場開発を手伝えと、当

然大川さんからも手伝うように依頼を受け用

地買収から全てお手伝いさせて頂きました」

五嶋「用地買収のときの苦労話をお聞かせいただけ

ますか」

眩隕⑪

安藤 「一番に挙げられるのが立木権という問題です

ね。川崎重工業さんの約 18万坪の土地に隣

接してます地元の共有山林の一部が虫食いに

されていて、これを解決するのが大変でした」

西村 「当初の経緯を申し上げますと当時の伊藤忠建設

部本部長若林信三に川崎重工業から土地を売却

したいと、もともと川重が福利厚生の目的で保

養地として買収した土地なんですけど、それ

を断念しゴルフ場用地としてどうか、誰かゴ

ルフ場をしたい人力れ れヽば、という話があり

大川会長に持ちかけたの力漱台まりです。そして、

その土地は全部まとまっているという話で、

非常に錯覚なところから始まった話なんです」

大川 「私に最初話があったのは、若林本部長から電

話があり 『大川さん用地でいいのあるよ !』

ということで、その日のうちに朝電話かかっ

てきて、昼から見に行こうということで二人

で見に行ったんです」

西村 「ところが地元に入って初めて川重の隣接の二

つの村の何十件もの用地買収をする必要があ

ることが分かり、そのことカラトかつていたら、

話に乗らなかったかもしれません。まとめる

のに、相当時間かかりましたね。82年 から

交渉に入り着工まで ・・・」

安藤 「5年 ですね」

大川 「ゃはり、西村さんが一番苦労されましたね」

西村 「ぃぃえ、ぇ―」

大川 「私のほうの親子三人と西村さん、担当の平山

啓行さんとそれから富士土木、で、後からこ

んどは安藤さんにも頼んで、1年間に村で会

安藤

一同

大川

五嶋

議をloo回以上開きましたJ
「99回やつてますねJ

「ヮッハハハ」

「ぃゃ、100回超えた。年によってはloo回超え

ましたJ

「もう一度整理すると、必要用地の半分位を川
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重が持っていて、残りの半分の買収でご苦労

されたということですね」

大川 「サ‖重指定の不動産会社と名乗る業者が、これ

が後で見たら実は不真面目な人だつたんです

ね。これにひつかかつてひどい目にあったん

ですよ。結局、その人に虫食いに入られ、ひ

どい目にあいました」

西村 「でも、当時川重の総務部の担当の桑畑佳主巳

さん、いまメンバーでいらっしゃいますが非

常に協力してもらいましたねJ

大川 「そう、当時の川重の相談役の大西 眸さん、

そして専務の中井善夫さん、後に副社長にな

られましたが、川重さんの皆さんは、本当に

紳士的で協力的で、一生懸命して頂きました」

試 掘 権 ?
大川「虫食いにあつてから地上の立木権とか、土地

の権利以外では試掘権の問題もあって保全し

ょうという話になりましたね」

西村 「その当時、試掘権の問題で事件を多く起こし

てるから、先に掛けましょうということでJ

大川「なにか、先に登記するほうが勝ちらしいんだ。

ひとの土地でも関係無いらしいんですJ

川島「え 1別のところに掛けれるんですか?J

大川「そうそう、だから地下に埋蔵されているもの

を掘る権利は、これは地主でなくても登記で

きるらしいんです。そういうことや、なにかと、

やってみると難しいこといっぱいありましたね」

安藤「試掘権と言うのは、例えば鉱山であるとかそう

いうのは、通産省のほうなんですよ。それで、

土地だとか、立木権は法務局のほうの登記です

んで、試掘権は謄本上、全然表れないんですよJ

大川「試掘権が登記されてたら、さわれない訳です」

西オす「おおもめになってたね。試掘権の登記がされてたら」

五lle「色々なものが絡んできて、いろいろとご苦労

なされたんですねJ

コース設計クラブハウス建設にあたり
五嶋 「では、用地買収に続きまして立派なクラブハ

ウスを造られたご苦労話だとか、設計がなに

よりも大川会長自らコース設計するにあたつ

てのお話をお聞かせ頂けますか。」

大川「ゴルフを長年やっているのと、あのころレギュ

ラーの世界アマの試合にも出てたし、かなりの

世界の名コースを一人で既に見てまわって勉強

してました。ですから、本設計に入る前にも、

直接コース造つてくれる西武建設の担当者と、

それから伊藤忠さんからは平山さんと蔵建築

設計から2名、土木設計事務所から一人、そ

して私と大川専務の7名で英国と米国に渡り

勉強に行ってきました。クラブハウスのデザ

インは、英国の古城の専門誌を専務が見つけて、

その中1つの写真を見せながら 『このお城をク

ラブハウスのデザインにどうですか』と言うん

で見ましたら、これが、なかなかいいんですよ。

英国のナシヨナルトラストが管理していて一般

にも公開していることが分かりそこまで見学に

行きました。それから、ゴルフコースはまず 『セ

ントアンドリユース・オールドコース』に行っ

て、次にスコットランドの最北端にあるリンク

スコース 『ロイヤル・ドーノック』を見てまわっ

て、今度は米国に渡ってノースキャロライナ州

にある 『パイン・ハースト』にいきました。こ

のコースを設計したのが 『ロイヤル・ドーノッ

ク』出身のドナルド・ロスで、そこにはゴル

フコースが8コ ースあり、一番良いのがNo.2

と言うのがあって、これは何ともいえない趣

があつて、造り上げたっという感じが全く無

くて何ともいえない、本当に自然な感じで、

コースの中にいるとお母さんの懐に抱かれた

ような安堵を感じる。それでいてプレーして

見たらなかなかハードなんですよ。易しく見

えてやはり、設計者の意図する所があって。
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そこへ打つていけばパーが取れやすいが、そ

れをちょっと無理して打っていったら怪我を

するとか、何ともいえない素晴らしいコース

で、そのことが頭から離れない。それから、

ロスに来て、『リビエラ』をまわりました。

帰ってからも随分と世界の名コースを見に行

きました。ま―、本当にね、随分と歩きまし

たよ。ま―、コース設計で一番私が思うのは、

これみよがしに造り上げたということ、あま

りに人工的過ぎることが私は好きじゃない。

長年ゴルフやってるうちに、その― 自然が

自然に帰ること、人工 100年たったら自然に

戻るような、そういう思想が私は一番好きに

なったんですね。そして、危険が無いという

こと。どっかにボールが当たってはね返ると

か、見通 しが悪 くて危険なコースだとか。

ま―、だいたいそういうつもりで造ったのが

このコースなんです」

五嶋 「世界中の名コースを見られて、感じられたも

のを表現されたんですね」

大川 「あくまでも素人が考えて、いちゴルファーと

して造ったものですから、これは専門家から

見たらどうかわかりませんが。当時ベントの

ワングリーンのコースは殆ど日本にはなかっ

たので、わざわざアメリカの友人とシカゴま

で研究に行ったりもしました。シカゴと大阪

の気候とよく似ているんですよ。夏は湿度が

高くて暑 くて蒸す、で、これがベントグリー

ンの管理で一番難しいんです。それで、現地

のキーパーに色々尋ねて勉強したりもしました」

五嶋 「そういうご苦労があって平成元年に開場した

と言うことですよね」

主要競技優勝者の登場
五嶋 「オリムピックゴルフ倶楽部といえば、先々週

位から高橋勝成プロがゴルフネットワークの 『秘

伝 プロの技』という番組で、このコースはプ

ロでも攻めあぐねるような難しい面とほつと

する面と緑が美しいと言う事や大川会長の話

を色々されてますが、どうでしよう、今まで

主要競技に優勝された、まずクラブチャンピ

オンの大谷さんは、何回獲られたんですかね?」

大谷 「5回ですか 。・・J

五嶋 「すごいですね」

五嶋 「グランドシエアは今日いらっしゃらなくて、

シエアチャンピオンは安藤さん、レデイース

が_L田さんで5回 獲られてますね。これもす

ごいですね。西村さんがオーナーズカツプ、

これは開場の翌年なんですね。では、お一人

づつ思い出話をどのようにお聞きしましょう

か、川島さん」

川島「そうですね、ゴルフ場の部分と試合の思い出の

部分と、まず大谷さんからお聞かせ願いますかJ

大谷「平成2年度に入会しまして、それまでも何コー

スか入つていたのですが、そこはもっと古いタ

イプのコースでしたので当時入ってましたのが、

オリムピックに入ったのを契機にゴルフの内容

というか質というものが、がらっと変ったのを

記憶してます。大川会長の思いのこもったコー

スと飛距離の面でも技術の面でもがんばってや

らないといけないなと言うのが一番の印象でし

た。オリムピックに来てから本当のゴルフに目

覚めました。ツし戦しては負けて、ツじ戦しては負

けてと、特に18番では何球ボールを池に入れ

たかわからないです。技術的にも大川会長から

一言、二言アドバイスを受けたことを練習で実

行するうちに、あっと言う間にハンデイが下が

っていきまして、本当に自分のゴルフの基礎を

オリムピックで学び育ったと言えます。その後、

平成4年 に日の手術をし、その時はもうゴルフ

出来なくなるのではと,心配しましたが、無事、

何とか復帰できて平成5年度に初めて決勝で延

安賢一さんと文す戦して、優勝できたときは、非

常に嬉しかったのを記
′
憶しております。それか

らも何回か獲らして頂いてますが、決勝まで行

くのがなかなか大変で、1回戦の18ホールでコ

ロッと負けることもありますし、安藤さんにも、

も―うっ、見事に負けました。優勝した翌年で

したか。でも、マッチプレーはそれまであま

り得意でなかったんですが、徐々に心技一

体になるコツが少し分かるようになりました。
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五嶋 「それでは、同じく5回の上田さん、ご自身の

立場からどうしてこんなにお強いのですか」

上田「いいえ、これはまぐれでございますJ

上田 「まずはじめに、この倶楽部に入れて頂いた時の

お話しをさせて頂きたいんですが。主人がこん

ど大川さんがゴルフ場をお造りになるよと、大

川さんがお造りになるゴルフ場は絶対推奨され

る名コースになるだろうと。だから、ぜひとも

入れて頂きたいということで大川さんのご自宅

に二人で押しかけてお伺いしたのが始まりなん

です。それから、たびたび工事中もオープンを

楽しみに二人で見学によく現地まで足を運びま

した。それが入会の動機なんですが、今年」G

Aが 主催いたしました全日本レデイースシエア

ゴルフ選手権の予選会がオリムピックでござい

まして、出場させて頂きましたが、その時に参

加された選手から私に 『あなたって、本当にい

いね !』と言われまして 『こんな広くて素晴ら

しいコースで、素晴らしい設備があるコース、

あんたって本当に幸せね』と。一人はハンデイ

5で、もう一人の方は6で とてもレベルの高い

方なんですが、そういつた方に言われて、『そ

うだったんだ。・・』と本当にしみじみとこの

コースが良いということをビジターから教えら

れ、とても誇りに思いましたJ

川島「技術論はありませんでしたが、(笑い)後ほ

どまとめてお聞きしましょうJ

五嶋「それでは、同じくたくさん勝っておられます

安藤さん、僕らはあなたにようけ取られまし

たけれど(笑い)どうぞJ

安藤「私は、ちよつと年がいっておりますので、何

とか永久的に倶楽部の看板に掛かる競技に勝

ちたいと思い挑戦してたんですけど、なかな

かうまくいかない。ま―、体力的な問題です

かね。技術的な面は相当自信があったんです

けど、西村さんが最初のオーナーズカツプ、

大川さんのカップですね、三大競技のひとつ、

その看板に揚げてくれたんでほっとしてるん

ですけど、私は他で揚げようと一生懸命やっ

てたんですが無理で、ちようど60歳 の時に

ひとつぐらい看板揚げようとシエアのほうで

出まして、勝たして頂いたんですが、そした

らですね 『あなた60歳 ? シエアでないで

しょう』と言われまして、(笑い)し かし、

体はシエアでもう一年シエアに出さしてもらっ

たら、また獲ったんですが。それからまた、

チャレンジ精神言うんですか、まだ発展途上

だと思い今度はクラブ選手権に出ていつたん

ですが、やはり無理でしたね。それで、去年

またシエア選手権のほうへ出さして頂いて、

たまたま勝てたと言うことなんです。これで

やっと永久的に看板が揚がったなと喜んでお

るんですけど、平成7年のクラブ選手権でメ

ダリストを獲った時は、これは調子いいから

獲れるとかと思つたんですけど、やつぱり無

理ですね、年齢的に。もう67歳 ですからシ

エアも、もう―無理ですねJ「は―もう。・・」

「まだまだ、お若いのに」

阪 しいこと言わないでくださいよ」

「ヮッハハハ」

「僕とおない年なんですよ!」

「そんなことない。昨日見たら、年が30そ こ

そこの人より、ずっとオーバードライブする

もん。すごいよ、最近、特に距離が伸びてJ

「まだ、大丈夫ですよ。もういっぺんレギュラ

ー来る?(笑 い)J

五嶋 「僕が知ってる西村さんは、体が大きいスポー

ツマンだからアバウトな人だと思つていまし

たが、この前ご一緒したとき、とても研究熱

心でいらっしゃいますね。こうだ、ああだと

言われて、とたん、僕はガタガタになったん

ですが(笑い)J

「開場の翌年にオーナーズカツプを獲られて、

その後クラブ選手権にも挑戦されてると思う

んですがいかがですか」

西村 睡 しいですね、残念ですがJ

コースの攻め方
五嶋 「どうでしょうか、一言づつこのコースの攻め

方をお強い方々からお聞きしましょうか、ま

ず大谷さんいかがですか」

上田

五嶋

一同

五嶋

大川

西本す
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大谷 「このコースを攻略するには絶対飛距離という

のが必要ですよね、7,250ヤー ドあるんです

から。ちょっとスカタンするとたちまち崩し

ますし、飛距離を伸ばすように飛ばす方法、

少々曲がってもいいから飛ばすことから入ら

ないといけないなと当初思いました」

五嶋 D5村 さん、どうですか」

西村 「僕は、遊びのときに意識をしてスライスでい

くとか、今日は全部ドローぎみで打とうとか

考えてやるんですが、その時は結構スコアい

いんですよ。ただ、こう言った試合のとき、

それを忘れてしまって。大谷さんが言つた距

離を求め過ぎてよくないですね。オリムピッ

クはどちらかの球と決め球で曲げて攻めない

と、真直ぐのイメージで打ってると、どこか

に落とし穴があります」

五嶋 「以前、かなりうまい人からオリムピックは、

『大川会長がフェード打ちだからフェードを

打つ人にはいいけど、左にいくフッカーには

難しいコースだよ』と言つてましたが、そう

言う事ありますか?そ う言ったことを意識し

て設計して造られましたか?」

大り‖「う―ん、そういったことは意識して造つてません」

五嶋「造ってない。はああ―・・・」

西村 「ドローを非常にうまく打てたら有利ですよね。

きちんと打てたらcフ ックになるとだめですJ

大谷 「フツクの出る日はスコアにならないね」

五嶋 円さずかしながら、僕は今まで一度も18番で

ツーオンしたことがないんですよ。白マーク

が最近もっと前にいきましたから非常にあり

がたいんですが、フルバックはもっと後ろに

下げたでしよう。どうしてそんなことするの

ですか?(笑 い)J

安藤 「15年を迎えて、その間コース攻略を自分な

りに持っていたんですが、例えば H番 なん

かは一生懸命2オ ン狙っているんですけど、

高橋プロが言ってますが8割のらないものだと

思つて攻める、そう言う感覚でいくと以外にう

まくいきますね。西村さんが言われるように、

決め球で攻めていかないと攻めきれないですね」

五嶋 「大川会長の設計の意図がそう言ったところに

あるのでしょうね」

大川 「どのホールにも逃げ道は、必ず作ってある。

そして、その場所その場所で攻めるときに、

その設計した意図を読み取り打っていかなけ

れば、スコアにならない。例えは、 14番 の

場合、自分の距離に合わせてどうぞ打ってく

ださいと。クラブは全部ドライバーで打つ必

要がないんですよ、テイショットで。刻んで

打っていくなら、いくらでも逃|デ道があるん

ですよ。飛ぶ人は直接狙いなさい、ただ狙う

のは危ないですよ。全て、ワンホール、ワン

ホールに意図するルートがあるんです。

3番 なんかの場合、セカンドでこすったスプ

ーン打つのは、これ、やっぱり、初心者です

よ。(笑い)『ちゃんとしたボールを打って !』

って、『こういったところで、しっかり練習

しなさい !磨きなさい |』ということなんで

す。ゴルフコースの設計というのは、意地悪

に見えるでしょう。自分の言うこと聞かない

と怪我しますよ。これが設計するひとの意図

するなかに入っている」

五嶋 「自然と考えてプレーするようになるんですねJ

川島 「そのように自分で作られたコースをまわられ

て、この頃はどのように思われますか?J

大川 「ちよっと 長すぎるな― とJ

一同 「ワツハハハJ

大川 「飛ばんようになったって(笑い)J

上田 「15年 も以前に距離の有るチャンピオンコー

スを計画され造られたのは、さすが先見の明

がお有りになる事と思います」

大川 「その当時はまだ飛んでましたからウフフJ

川島 「一番難しく造り過ぎたなと思われるホールは

何番ですか?J

大川 「え― 私は、皆さんが難しいって嫌ってるホ

ールはみんな好きなんです。8番 なんかはあ

れはね、ボールが左にあまりいかないように

もっと簡単に作れるんだけど、わざわざおい

てあるんです。あ―いったところでうちの選

手は腕をあげるんだと思っているんです。

14番 もそうですし。例えば、5番 なんか短

9
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くて嫌でしよう。アベレージ良くないですよ。

あ―いったところで自分のクラブの選択及び

自分の腕とその日の調子、全てをちゃんと相

談して、そして設計をたててから打てるのが

いいプレーヤーなんです。そういう意味で皆

さんが嫌ってるホールがみな好きなんですよJ

五嶋 「資料を見ますとインタークラブ決勝で6位が

最高ですか、今までに。これからもう少し大

川会長の意向を汲んで練習なさって、大谷さ

んや強い皆さんはオリムピックの名誉のため

に、もっと頑張ってもらわないといけません

ね (笑い)J

大川「お願いします」

一同「ワッハハハ」

五嶋「レデイースからみていかがですか、距離の問

題とか一番大きいですか?」

上田「レデイースの場合、月例競技が今全部赤マー

クからですが、オフイシヤルのゲームに出ま

すと5,800、6,000を超えますので、若い方も

上手になられたら、普段の練習でゴールドや

フロントの距離で練習できる機会がもっとあ

ったほうがよろしいのではと思います。私、

10年以上前に厚かましく女子の公式戦にず

つと出ておりますときに、やつぱり距離を出

さないといけないと感じておりましたJ

大川 「テイマークの件は、これから競技委員会で考

慮して下さい。レデイース競技会の使用テイ

をたまには後ろのゴールドとか或いは自とか

使うように検討しましょうJ

すばらしいクラブライフを目指して
五嶋励
~リムピックゴルフ倶楽部は我 会々員からすると、

テニスコート、プールを造られたり、焼肉レス

トランですか、何よりも温泉を造つて頂いて本

当によかつたと思うんですね。え―、それ以

外に皆様から全会員を代表するような気持ち

で、要望をお聞きしたのですが」

大川 「一番聞きたいことです」

川島膿 からいいですか、会長がいつも 『うちのゴ

ルフ場』とおっしやるんですが私も同じよう

に言ったりするんですけど、多くのメンバー

がゴルフをさせてもらってる、あるいは、し

てるだけの人が多くて、本当に自分のゴルフ

場で楽しんでゴルフをしている、というメン

バーさんが少ないように思うんです。せつか

くいいゴルフ場を造って頂いたんで、もっと

我々が有効に使っていくべきだと思うんです。

で、今年の開場記念のパーテイで大川理事長

が挨拶されたお話のなかでハードの部分はほ

とんど完了したので、これからはソフトの部

分を作り上げたいとおっしやってましたが、

ソフトの部分というのは我々会員が作ってい

くべきものだと思うんです。そのなかで、例

えば会員の賛同でコースに花を植える話なん

かも五嶋委員長としているんですが、こうい

ったことがこれから大事だと思うんですがJ

西村 際 、よろしいですか。僕が最近つくづくオリ

ムピックで思うのが高齢化。メンバーも本当

に高齢化していってるって、この15年 です

ごく感じているんです。ここで提案なんです

が、メンバーさんの直系のジュニアを優待す

るような策を講じて、将来の会員予備軍の育

成を真剣に考えないといけない時期だとつく

づく思うんです」

花いっぱい運動
五嶋「さっき、お花の話が出たんで、皆さんのご賛

同を得られればと思うんですが、フェローシ

ップ委員会で、自分たちがこのゴルフ場を愛

してる証として、会員皆さんのご協力を頂い

て、『花いつぱい運動』をしたらどうかと企

画してたんですが、聞いてみると色々と問題

があり進んでないのですが、何かよい方法を

考えてぜひとも 『花がいっぱい咲くコース造

り』をしたいですね。皆さんいかがですか?」

西村「よろしいですね。ぜひやりましょう」

安藤駄賛成です」

し
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静かなクラブハウス
五嶋「私からのお願いとして、オリムピックはクラ

ブハウスが静かでいいですね。ゴルフ倶楽部

は静室でないといけないと思いますので、こ

れからも騒がしい雰囲気にならないようにマ

ナーに厳しく静かな倶楽部をぜひとも維持し

て頂きたいですねJ

挨 拶
五嶋 「なにか他にも皆さんございましたらどうぞJ

上田「フエローシップ委員会への希望ですが、私ど

もがゴルフを始めましたのが何 10年 も前な

んですが、まずマナーとルールを身につけて

からコースに出ましょう、というのが一番初

めに教えられた事なんですね。でもこの頃は

そういったこと難しくて仕方ないとは思うん

ですが、オリムピックのメンバーは、いつも

にこやかにビジターの方にもどなたがいらっ

しゃっても、みんなで朝の挨拶はちやんとし

ましょう、とか言うことを会員の皆さんに書

いて頂けたらいいなあと思います」

オリムピックのメンバーで
あることの誇りと自信

大川「私からメンバーの皆さんにお願いしたいのは、

名門コースと言われている倶楽部のメンバー

さんたちは、自分のコースのメンバーである

ことに誇りと自信をお持ちなのですが、悲し

いかな、うちのコースのメンバーさんたちは

その気持ちが少し足りないんじゃないかと、

いつも私、悲しく、寂しい思いをしているの

です。というのは、昨日もある人から文句を

聞いたんですが、何かといえばビジターの人

が2球でプレーしてプレーが遅いと文句を言

ってるんですよ。で、それがさつきあげた名

門コースのメンバーさんである場合は、見つ

けたら直ぐに 『2球でプレーしたらだめですよ。

前の組について行って下さいよ』と堂々と言

うんですがね。そのように、メンバーさんが

このコースの主である気持ちを持って頂いた

ら、だんだんとマナーもよくなり、このコー

スに来たらうっかり出来ないな、という宣伝

になるんですがね」

上田 「先日の総務委員会でこのような話が出て、委

員の皆さんが来場された日はプレー後にコー

ス ・マーシヤルの協力を頂こうと皆さんで話

し合ったところです」

五嶋 「一番いい話が最後に出ましたね。会報誌を通

じて皆さんにそのことを知って頂いて、皆さ

んでマーシャルをすればよろしいですね」

安藤 「さきほどの上田さん話の続きなんですが、年

2回発行してます会報誌に会員の入退会の紹

介を載せて頂きたいですね。入会者は写真と

経歴入りで」

五嶋 「そうですね、メンバーの動静は会報誌の使命

ですから、入会なさったかたは会報誌に載せ

るべきですね」

クラブライフ
川島 「結論は、ハードの部分はできましたので、今

度は魂を入れていけない時機だから、それに

は色んなアイデアがあると思いますが、今度

発足された総務委員会とフェローシップ委員会、

その他の委員会が中心になって会員のみなさ

んと一緒にソフトの部分を盛り立てていくこ

とだと思います。その中で一番大事なことは、

出てきたアイデアがこれはこういつた理由で

やめます、やります、といったアクシヨン、

返答をすることが大事だと思うんです」

大川 「言いにくいことはご意見箱をだしてあります

から、どんな事でも結構ですので、どんどん

出して頂くようにお願いします」

五嶋 「これから、オリムピックゴルフ倶楽部がます

ます誇り高き倶楽部になるよう、会員みんな

で育てていきましょうJ

「本日は、貴重なお話、ご意見を頂きありが

とうございました」
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